



The “Early to Bed, Early to Rise, and Breakfast” Programme





平成 17 年 6 月に食育基本法が制定された。
それを踏まえて平成 18 年 3 月には同法に基
づく食育推進基本計画（平成 18 年度から平































女ともに 20 歳代（男性 21.0%、女性 14.3%）





















































































0.3% であるが、「週に 4～5 日食べない」0.7%






































では 8 時台で寝ている児童は H20 年度 29.9%
から H22 年度 39.6% に増加し、上学年でも
10 時以降に寝ていた H20 年度 44.8% の児童
が H22 年度には 19.9% まで減少し、どの子
も早く寝るようになったことがわかる。その
結果が起床時刻にも効果が現れたようで、特
に上学年の午前 7 時以降に起きていた 3.2%
の児童が H22 年度には 0.5% にまで減少して








21.5% から減少しているとは言え 12.4% の結
果である。さらに「食べない理由」を全校割
合で見てみると「食べる時間がない」が H22
年度 47.6% とあり H20 年度 34.1% より増加
しているし、上学年の結果を見ると H22 年
度 62.5% とあり H20 年度の 32.3% の倍になっ
ている点は注意が必要である。次に多い理由
は「おなかがすいていない」H22 年度 38.1%
でこれも H20 年度 24.4% より増加している。
次いで「食べたくない」H22 年度 19.0% で、「食






20 年度 21 年度 22 年度 20 年度 21 年度 22 年度 20 年度 21 年度 22 年度
午後 8 時前 8.6 6.2 9.4 1.1 1.3 10.0 4.5 3.6 9.8
午後 8 時台 21.3 21.0 30.2 6.7 6.5 15.4 13.4 13.3 22.4
午後 9 時台 51.4 58.2 52.2 44.6 48.6 54.7 47.7 53.1 53.5
午後 10 時台以降 18.7 14.6 7.9 44.8 43.7 19.9 32.9 30.0 14.2
2.　朝何時ころにおきますか。
下学年 上学年 全校
20 年度 21 年度 22 年度 20 年度 21 年度 22 年度 20 年度 21 年度 22 年度
午前 6 時前 19.5 26.6 31.2 17.2 26.5 26.6 18.2 26.5 28.8
午前 6 時～ 6 時 30 分 53.2 59.5 54.6 53.0 55.9 57.5 53.1 55.9 56.1
午前 6 時 31 分～ 7 時 24.6 9.2 11.3 23.2 14.9 15.4 23.8 14.9 13.5
午前 7 時以降 2.8 4.7 2.4 3.2 2.7 0.5 3.0 2.7 1.4
無回答 0.0 0.0 0.5 3.4 0.0 0.0 1.9 0.0 0.2
3.　朝ごはんを毎日食べていますか。
下学年 上学年 全校
20 年度 21 年度 22 年度 20 年度 21 年度 22 年度 20 年度 21 年度 22 年度
毎日食べる 87.1 90.0 84.8 67.4 89.1 89.7 76.4 89.5 87.4
食べる方が多い 10.4 7.0 11.3 22.7 8.0 8.4 17.1 7.5 9.8
食べない方が多い 2.0 2.7 3.4 6.4 2.2 1.9 4.4 2.5 2.6
食べない 0.5 0.0 0.0 0.2 0.7 0.0 0.3 0.4 0.0
3 の 2　食べない理由
下学年 上学年 全校
20 年度 21 年度 22 年度 20 年度 21 年度 22 年度 20 年度 21 年度 22 年度
食べたくない 40.0 9.1 0.0 38.7 23.1 50.0 39.0 16.7 19.0
食べる時間がない 40.0 45.5 38.5 32.3 46.2 62.5 34.1 45.8 47.6
食事が用意されていない 30.0 9.1 15.4 6.5 7.7 12.5 12.2 8.3 14.3
おなかがすいていない 40.0 27.3 38.5 19.4 46.2 37.5 24.4 37.5 38.1
気分がすぐれない 20.0 0.0 7.7 9.7 23.1 25.0 12.2 12.5 14.3
すきなものがない 0.0 9.1 7.7 0.0 7.7 0.0 0.0 8.3 4.8
眠くて食べられない 20.0 18.2 0.0 6.5 15.4 0.0 9.8 16.7 0.0





20 年度 21 年度 22 年度
午後 10 時前 9.5 10.8 15.0
午後 10 時台 32.0 25.9 30.4
午後 11 時台 35.0 39.2 40.9
午前 0 時以降 23.5 24.1 13.7
2.　朝何時ころにおきますか。
20 年度 21 年度 22 年度
午前 6 時前 14.6 17.9 24.4
午前 6 時～ 6 時 30 分 46.2 48.4 50.1
午前 6 時 31 分～ 7 時 31.2 26.5 21.6
午前 7 時以降 7.9 7.2 3.9
3.　朝ごはんを毎日食べていますか。
20 年度 21 年度 22 年度
毎日食べる 78.3 80.5 82.2
食べる方が多い 12.3 11.0 12.2
食べない方が多い 5.5 5.0 4.1
食べない 4.0 3.4 1.5
3 の 2　食べない理由
20 年度 21 年度 22 年度
食べたくない 41.7 23.8 38.5
食べる時間がない 39.6 23.8 42.3
食事が用意されていない 2.1 7.1 15.4
おなかがすいていない 37.5 26.2 30.8
気分がすぐれない 14.6 16.7 23.1
すきなものがない 2.1 2.4 3.8
眠くて食べられない 18.8 7.1 19.2
その他 4.2 2.4 7.7
「早寝早起き朝ごはん」運動（佐藤） 45




就寝時刻は 3 年間の推移から午後 11 時台
までに就寝している割合は H20 年度 76.5%
から H22 年度 86.3% に増加。同様に午前 0
時以降に就寝している割合は H20 年度 23.5%
から H22 年度 13.7% に減少している。起床
時刻に関しても 6 時 30 分までに起床してい
る人は H20 年度 60.8% から H22 年度 74.5%
まで増えていて、6 時 30 分以降に起床して
いた人は H20 年度 39.1% から H22 年度 25.5%
にまで減少した。「朝ごはんを毎日食べてい
るか」という問いかけに対しては「毎日食べ















意されていない」の項目は H20 年度 2.1% よ






































10 時、さらに中学生においても午後 11 時台
までには寝ることを目標に掲げている。H20
年度から H22 年度までの 3 年間の推移の結
果をみてみると、小学生の全校割合では H20




ら 14.2% へと 18% の減少があり「早寝」に
努めている様子が伺える。生活習慣において
「早寝」が可能になれば、朝早く起きること
も可能になる。全校割合で見ても 6 時 30 分
までにおきる児童は H20 年度 71.3% から
H22 年 度 84.9% と 13.6% の 増 加 で、6 時 30
分以降に起きる児童は 26.8% から 14.9% と約
半分に減少。効果があったと言える。結果毎
日朝ごはんを食べる三戸郡の小学生は H20















































































































4% から 19 年度に 1.6% となっている割合を、
平成 27 年度までに 0% とすることを目指す
としている。結果八戸市の場合は 2.0% とは
提示されているものの対象が無作為抽出

















人だからというのであれば、1,000 人で 20 人










































































































































た。実態調査は昭和 56 年（1981 年）に始まり、

































































14 歳という成長期の子どもが H17 年度 3.0%
だったのが H22 年度 4.4% の結果だった。さ
らに衝撃的だったのはその親世代の年齢層で
ある 40 歳代の欠食が H17 年度 7.1% であっ
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